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【ヒメニラ　ユリ科】

どちらかというと石がらの所にあり、
目立たない可憐で小さな白い花をつけ
ている。
雁田山では２箇所で確認されている。

栗ガ丘　記・清水照雄　

雁田山希少種シリーズ

小布施町スポーツ少年団サッカー部
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傍
聴
席
の
椅
子
が
新
し
く
な

り
大
変
座
わ
り
心
地
が
良
く
な

り
ま
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
一
年
前
　
二
十
五

年
度
自
治
会
連
合
会
の
皆
様
が

議
会
傍
聴
に
見
え
ら
れ
、
そ
の

後
の
議
会
と
自
治
会
長
と
の
意

見
交
換
会
の
中
で
、
傍
聴
席
の

椅
子
が
あ
ま
り
に
も
粗
末
だ
と

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
奇
し

く
も
本
年
度
自
治
会
連
合
会
の

皆
様
が
初
使
い
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
多
く
の
住
民
の
皆

様
が
傍
聴
に
来
ら
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
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私
は
小
さ
い
頃
か
ら
踊
る

こ
と
が
大
好
き
で
３
歳
の
頃

か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
を

や
っ
て
い
ま
す
。
両
親
は
新

体
操
を
や
ら
せ
た
い
と
思
っ

た
そ
う
で
す
が
、
こ
わ
い
と

感
じ
た
私
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ

レ
エ
の
道
を
選
び
ま
し
た
。

学
校
が
終
わ
っ
て
レ
ッ
ス
ン

へ
行
く
の
が
当
た
り
前
で
、

学
校
の
友
達
と
遊
ぶ
時
間
も

な
く
、
中
高
生
の
時
に
は
、

文
化
祭
の
準
備
が
最
後
ま
で

盛
り
上
が
っ
て
い
る
中
、
有

名
な
東
京
の
先
生
が
待
つ

レ
ッ
ス
ン
場
へ
泣
く
泣
く

行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。

　
そ
れ
で
も
私
が
続
け
て
こ

ら
れ
た
の
は
、
毎
日
の
レ
ッ

ス
ン
へ
送
迎
し
て
く
れ
る
両

親
、
ま
た
ど
ん
な
に
つ
ら
い

時
で
も
助
け
、
励
ま
し
て
く

れ
る
仲
間
が
い
て
く
れ
た
か

ら
で
す
。

　
私
が
バ
レ
エ
を
長
年
続
け

て
い
て
感
じ
る
こ
と
は
、
技

が
出
来
、
上
手
に
踊
る
こ
と

が
出
来
る
だ
け
で
は
な
く
関

わ
っ
て
く
れ
る
全
て
の
方

に
、
感
謝
し
て
踊
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
発
表
会
の
時
に
は
、
私

が
ス
テ
ー
ジ
の
真
ん
中
で

踊
っ
て
い
る
時
に
音
楽
を
か

け
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当

て
て
く
れ
る
人
が
い
ま
す
。

舞
台
裏
で
は
み
ん
な
の
お
母

さ
ん
達
が
衣
装
を
す
ぐ
に
着

ら
れ
る
よ
う
に
待
機
し
、
ま

た
ス
ム
ー
ズ
に
舞
台
練
習
が

出
来
る
よ
う
に
誘
導
し
て
く

れ
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
、

私
な
ら
で
き
る
と
信
じ
、
丁

寧
に
指
導
し
て
く
だ
さ
る
先

生
方
が
い
ま
す
。
そ
う
や
っ

て
私
が
輝
く
た
め
に
た
く
さ

ん
の
方
が
関
わ
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
バ
レ
エ
に

限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
ま

さ
に
小
布
施
の
ま
ち
づ
く
り

も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

今
、
私
は
「
小
布
施
チ
ャ
ン

ネ
ル
」
で
ま
さ
に
輝
い
て
い

る
小
布
施
の
人
達
を
紹
介
す

る
立
場
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
方
達
の
一
番
の
輝
き
を
引

き
出
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

そ
の
裏
で
は
、
み
ん
な
が
住

み
や
す
く
安
心
し
て
過
ご
せ

る
小
布
施
町
に
な
る
よ
う

に
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が
見

え
な
い
と
こ
ろ
で
支
え
て
く

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
ず
取
り
組
み
た
い
で
す
。

目
に
は
見
え
な
い
大
切
な
こ
と

清
泉
女
学
院
短
期
大
学

　幼
児
教
育
科
卒

小

　林

　愛

　実

　
傍
聴
席
に
は
我
々
自
治
会

連
合
会
以
外
の
方
々
も
お
ら

れ
て
、
こ
う
い
う
緊
張
の
あ

る
空
気
を
作
り
出
す
こ
と
も

町
民
の
仕
事
と
先
ず
感
じ
ま

し
た
。
議
員
と
町
の
や
り
取

り
の
中
で
は
、
双
方
か
ら
建

設
的
な
提
案
や
指
摘
が
有
り

ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
施
策

が
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
と
信

じ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
で
、
ま
だ
そ
ん

な
段
階
な
の
が
実
情
？
と
残

念
だ
っ
た
の
は
、「
認
知
症

高
齢
者
の
24
時
間
介
護
支
援

体
制
」
の
こ
と
で
す
。

　
在
宅
介
護
の
最
高
の
利
点

は
、
介
護
さ
れ
る
そ
の
人
が

認
知
で
き
な
く
な
っ
て
い
て

も
人
間
性
が
必
ず
残
っ
て
い

て
、
周
り
で
気
づ
か
な
い
け

れ
ど
幸
せ
と
感
じ
て
い
て
く

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
す
。
家

族
な
ど
で
、
言
っ
て
み
れ
ば

必
死
に
介
護
し
て
い
る
状
態

は
今
に
始
ま
っ
た
事
で
は
な

く
て
、
し
か
も
多
く
の
人
が

体
験
し
て
来
て
い
て
、「
地

域
の
手
助
け
な
り
支
え
」＝

施
策
が
ほ
し
い
と
い
う
声
は

随
分
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
答

え
は
「
今
の
と
こ
ろ
持
ち
合

せ
て
い
な
い
」
で
し
た
。
そ

れ
は
支
援
体
制
の
組
織
化
な

ど
真
正
面
か
ら
の
対
応
策
は

成
し
得
て
い
な
い
と
い
う
意

味
な
の
で
し
ょ
う
が
、
更
に

次
に
つ
な
が
る
様
な
や
り
取

り
が
あ
っ
た
か
は
聞
き
取
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
私
た
ち
も

た
だ
の
傍
聴
者
、
そ
し
て
お

願
い
す
る
だ
け
の
町
民
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し

て
口
先
・
小
手
先
で
か
わ
す

ま
い
と
承
知
し
て
い
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
で
成
す
と
い
う

こ
と
を
改
め
て
痛
感
し
た
一

日
で
し
た
。

傍
聴
記

〝
地
域
ぐ
る
み
〞
と
い
う
こ
と

竹

　内

　幸

　範

自
治
会
連
合
会
副
会
長
（
東
町
自
治
会
長
）

【表紙の写真】
明日の大会に向かって

夢を力に ! !
（大会前日の自主練
習小布施町スポーツ
少年団サッカー部）
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３月第２回　４ 月 　６ 月　会　議
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３月第２回会議

平成25年度一般会計補正予算 全員挙手

歳入 (補正)

地方交付税 83,971千円

国庫補助金 10,000千円

歳出 (補正)

土木費 (道路除雪費) 29,148千円

予備費 64,643千円

４月会議

議案第25号 平成26年度小布施町一般会計補正予算に

ついて 全員挙手

歳入 (補正)

地方交付税 17,691千円

国庫補助金 56,416千円

県補助金 21,108千円

繰越金 18,633千円

諸収入 3,449千円

歳出 (補正)

衛生費 (がん検診等事業費) 304千円

農林水産事業費

被災農業者向け支援事業補助金 112,832千円

土木費 (公園費)

スポーツコミュニティセンター 2,433千円

教育費 (教職員住宅改修費) 1,728千円

６月会議

議案第26号 平成25年度 (繰越事業) 農山漁村地域整

備交付金 (農業集落排水) 全員挙手

機能強化 雁中地区処理施設機能強化工

事請負契約について

平成26年度一般会計補正予算 挙手多数

歳入 (重点)

宝くじ補助金 7,000千円

元気づくり支援金 320千円

水路事業分担金 924千円

…………………
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…………………………………………
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………………………………………
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……
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…………………………………
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【【総総務務産産業業常常任任委委員員会会】】

歳出

総務費

コミュニティー推進事業費 5,000千円

(六川・松村神楽への補助金・宝くじ助成金)

庁舎等整備事業 798千円

(庁舎非常用電源修繕と北斎ホール高圧受電改修費)

条例の制定

小布施町土木工事分担金徴収条例の制定 挙手多数

主な質疑

Ｑ 長野県下の分担金徴収条例制定の状況はどうか｡

Ａ 近隣市町村では､ 寄付金は２市１村､ 分担金条

例は３町村､ 負担無しは１市１町｡ 用地は地元で

確保し､ 費用､ 施工は行政が１市｡

Ｑ 車社会の時代､ 一部の人に受益者負担を求める

時代ではないのに条例を制定するのは何故か｡

Ａ 過去の経過を踏まえ､ 寄付金の負担を改め分担

金として負担願いたい旨､ 負担率の軽減､ 発生す

るケース､ 発生しないケース等自治会長会議の中

で説明をし､ ご理解頂いている｡

Ｑ 財政が健全化してきているとの報告の中､ 分担

金を徴収するのは何故か｡

Ａ 道路法､ 地方自治法で受益者負担は認められて

おり､ 町も貴重な財源として収入させて頂いてい

る｡

Ｑ 著しく利益を受けるとは行政はどう捉えている

か｡

Ａ 地区内の道路幅が狭い道での改修､ 舗装等の要

望はその地区に利益があると考えている｡

Ｑ 負担率を下げた理由は｡

Ａ 寄付金から分担金に変えるにあたり負担を見直

した｡

Ｑ 分担金は要望の有無に係らず負担するのか｡

Ａ 要望のあったものに対する負担金で､ 町が独自

に行うことに対しては対象外｡

Ｑ 分担金はどのような形で徴収するのか｡

Ａ 基本的には自治会を窓口に納入をお願いする｡

条例の改正

小布施町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関

する条例の一部を改正 全員挙手

Ｑ ４月１日以前に退職した団員へどの様に説明し

たか｡

Ａ 特に説明はしていない｡

…………………

…………………………………

……

…………………………

国道

３月第２回　４ 月 　６ 月　会　議
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規約の変更
北信地域町村交通災害共済事業組合を組織する地方公

共団体の数の増加及び規約の全部変更について

全員挙手

東御市､ 南・北佐久郡等加わり９町村から22市町村に

増加 ……全員挙手

議案第30号 平成26年度小布施町国民健康保険等別会

計補正予算 499千円 賛成多数

主な質疑
Ｑ マイナンバー制度に伴うものだが､ システム改

修は会計を維持するためのものなのか｡

Ａ 各業務を行うに際し､ 個人番号を処理するため

のシステム改修です｡

Ｑ 会計ごとにシステムを改修する必要があるのか｡

Ａ 改修するシステムは国保､ 後期高齢者医療､ 介

護保険､ 健康管理システムなどがあります｡ 国保

システムの運用は国保特別会計で処理していて､

後期高齢者医療や介護保険など他のシステムも同

様です｡ このため､ 国保システムの改修費は､ 国

保特別会計で計上しています｡

議案第31号 平成26年度小布施町後期高齢者医療特別

会計補正予算 200千円 賛成多数

議案第32号 平成26年度小布施町介護保険特別会計補

正予算 600千円 賛成多数

主な質疑
Ｑ 社会保障､ 税制度システム整備補助金1,694千

円の内訳は｡

Ａ 国保､ 後期高齢､ 介護保険の特別会計分と障害

……………………………………………………

…………………………………………

………

……

……………

請願第１号
町営テニスコートを屋内コートに通年利用出来る設

備として改築をお願いする請願書 趣旨採択

陳情第２号
｢義務教育費国庫負担制度の堅持｣ を求める陳情書

採択

【【社社会会文文教教常常任任委委員員会会】】

【【政政策策立立案案常常任任委委員員会会】】

小布施町の中心を通る国道403号の整備に向け､ 平

成22年３月より平成23年４月まで､ 上町､ 中町､ 伊勢

町公会堂で近隣住民の方々に説明をしました｡ その後､

町､ 県関係者､ 有識者､ 中部電力､ 住民により ｢403

号デザイン会議｣ を立ち上げ､ 検討を続けて来ました｡

合計13回の会議を開催し､ ｢人｣ を中心と捉えた道と

しての要望書を作成し､ 県に提出しました｡ その後の

進捗状況説明を政策立案常任委員会の申し出により受

けました

○平成25年度ゴールデンウィーク期間中に､ 須坂建設

事務所で社会実験が実施された｡

○平成26年度以降交通量調査と概略設計が行われる予

定｡

○バイパスは須坂市と中野市間で考えたいとの報告で､

町内の403号については事業化に向けての調査研究

を行っている｡

国国道道440033号号のの進進捗捗状状況況ににつついいてて

住民の安心・安全の為に日夜技術を磨く消防団員

町営テニスコートで屋内ゲートボールもできるように請願

者福祉､ 児童福祉など一般会計分があります｡ 特

別会計分は､ 一般会計から繰出します｡

システム改修補助基準額が国から示され､ それ

に基づき補助金の申請を行います｡
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平成26年度小布施町議会

【視察研修日】　平成26年５月13日（火）～15日（木）【視察研修日】　平成26年５月13日（火）～15日（木）

～　鳥取米子ソーラーパーク　～

～　海　土　町　～～　海　土　町　～

～　水木しげるロード　～～　水木しげるロード　～

～　世界登録遺産石見銀山にて
　古民家を修復しての町づくり　～

■　視　察　内　容　■

●若者の定住
　人口2400人のうち、島外から移住してきた人は1割に、
多くが 20 代から 40 代の働き盛りの家族、（H.16 ～ H.23
の間、330 人が I ターン）少子化で廃校寸前だった高校
にも、全国から生徒が入学
●島ごとブランド化
　活いかを中心に「CAS システム」の導入で魚介の鮮度
を保ったまま都市に出荷
●自律への覚悟と選択
　徹底した行財政改革　人件費のカット H17　10％～
50％　職員のカット　H17　22％

●交流を通した人づくり
　「地産智生」「人間力」が「地域力」となる。　小さな
島で日本一の教育を

　小布施町議会では平成 26 年度の議会視察研修を下記日程で行った。今年度は鳥取県、島根県と２県を視察の目
的とした。特に島根県隠岐郡海士町（おきぐんあまちょう）は「役場は住民サービス株式会社」を提唱し、離島と
いう条件を乗り越え若者定住を行っている近年まれにみる人口増を実現している町である。また、鳥取県では日本
一のソーラー発電施設を視察した。石見銀山は世界遺産ではあるが、大森地区は松場登美さんと言うカリスマ夫人
により静かに日本の文化を蘇らせながら再生を進めている現場を視察した。

「所感」
　日本中の離島全てが、公共事業で生かされてきた
島の中で、財政再建団体転落を阻止した島民力と町
長のリーダーシップは称賛に値します。
　ＣＡＳ（細胞膜を破壊しない冷凍技術）を町長自
らが、開発会社に電話依頼したフットワークの軽さ
に本当のやる気を感じました。
　離島のハンディキャップを知りつくし、跳ね返す
戦略と適材適所の職員配置、現場主義の徹底が役場
の職員をプロに変えたのではないかと思われる。

　水木しげる氏の漫画に登場する 153 体の妖怪たちが
並ぶ境港駅前から、本町アーケードの約 800ｍを「水木
しげるロード」として親しまれ人気を博する。役場職
員が住民の反対を抑えて、始めたが、今では大勢の観
光客が訪れている。商店街には鬼太郎グッズなどのキャ
ラクターグッズが盛りだくさんありました。

自然豊かな海士町 町を替えたリーダー　山内町長

みなとさかい交流館壁画 水木しげるロード

～　米子「まなびの支援ガイドブック」
　　「ユニバーサルデザインの授業」　～

・ ・

�

視 察 研 修 　 報 告 書

【視察研修日】　平成26年５月13日（火）～15日（木）

～　鳥取米子ソーラーパーク　～～　鳥取米子ソーラーパーク　～

～　海　土　町　～

～　水木しげるロード　～

～　世界登録遺産石見銀山にて
　古民家を修復しての町づくり　～
～　世界登録遺産石見銀山にて

　古民家を修復しての町づくり　～

●設 置 場 所　　米子市葭津・大崎
●出 力 規 模　　約 42.9MW
●パ ネ ル 枚 数　　178,776 枚
●年間予想発電量　　約 45,278,000kw/ 年
 　　　　　　　　（一般家庭　約 1,300 世帯の年間消費電力）
●運 転 開 始 日　　2014 年 2 月 1 日
●運　　　　　営　　ＳＢエナジー株式会社
●設 備 投 資 額　　100 億円
　今まで見たことのないソーラー発電事業を見学しま
した。民間が自分たちの財源で行った「ソフトバンク
鳥取米子ソーラー
パーク」でした。
広大な敷地に設置
された無数のパネ
ルに、ただただ驚
くばかりでした。
　ここには、以前、
県が宅地開発、工
業団地開発を行っ
たが、大きな地震
による液状化現象
により、建物建設が不可能となり、ソフトバンクがソー
ラー発電を行っている施設であります。
　一寸の狂いもなく整然と設置されたパネルを目にし、
その規模と見事な技術に感心させられました。ただ、
海が近いため、除草剤をつかうことができず、「草刈り」
が頭痛の種と言うことでした。

説明　松場登美さん
　女性が田舎の豊かさに気づけば、世の中は変わる。田
舎の魅力が武器になり価値にもなる。古いままの暮らし
は退屈だが、少し遊びを加えれば楽しい。懐かしいのに
新鮮、日本的な田舎風なおしゃれ。
　地元の朽ちかけた空き家を買い、町並み復興も手掛け
た。その結果、観光客だけでなく、ここで暮らしたいと
いう若者や内外の芸術家らが集まるようになった。周辺
地域に比べて、人口減にも歯止めがかかった。
　10 年前、雑貨から群言堂（ぐんげんどう）ブランド
の衣料へ。夫の大吉さん（50）が社長を務め、二人三脚
で運営する会社・石見銀山生活文化研究所の年商は約
16 億円。

石見銀山当時のままの町中視察の
様子

干拓地に設置された太陽光パネル

田舎町を復興させた松場登美さん
とご主人

●「まなびの支援ガイドブック」を作成した理由
　児童生徒へ適切な指導を行うため「基本的な学級づくり」
　「授業づくり」についての指針となるものが必要と考
えた。
●「ユニバーサルデザインの学級づくり・授業づくり」
　ユニバーサルデザイン=「誰にでも使いやすい」　
　ユニバーサルデザインの学級づくり =「だれもが安心

できる、居心地の良い学級」
　ユニバーサルデザインの授業づくり =「だれに対して
も分かりやすい授業」

～　米子「まなびの支援ガイドブック」
　　「ユニバーサルデザインの授業」　～
～　米子「まなびの支援ガイドブック」
　　「ユニバーサルデザインの授業」　～

視察風景
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議 会 報 告 ・ 意 見 　 交 換 会議 会 報 告 ・ 意 見 　 自治会連合会との
意見交換会

　平成 25 年度の議会活動報告を下記の日程で開催しま

した。

　　　■５月18日（日）第７コミュニティ（六川公会堂）

　　　■５月25日（日）第１コミュニティ（東町公会堂）

　　　■６月14日（土）第４コミュニティ（飯田公会堂）

【報告内容　概略】

○総務産業常任委員会

→構成委員・担当する業務・事業報告（予算に対する

審議・計画策定などの要望・条例改正に対する審議・

先進地事例の視察）

○社会文教常任委員会

→構成委員・担当する業務・事業報告（一般質問で要望、

提案して実現及び予算化された事項・関係団体との意

見交換会及び懇談会）

○政策立案常任委員会

→構成委員・政策立案常任委員会の必要性・政策立案

常任委員の活動（陳情、請願の審査・政策立案申出書

の審議・各種団体の課題、要望を政策に反映・委員会

提起の課題審議）

○議会広報常任委員会

→構成委員・担当する業務・事業報告（議会だよりの

発行・議会報告会の開催・その他の議会広報活動）

○議会運営委員会

→担当する業務・議会運営委員会の役割について３月

会議を例に説明する。

【議長あいさつより】

　議員定数は議会で調査・討論した結果、現行通
り 14 名が妥当という結論に達した。来期では定数
14 名で行うことを決定させていただいたことを報
告した。

【いただいた主なご意見】

・町の人口を５年間で 12000 人に増やす計画だが現
実は減っている、その対応は。

・都住駅周辺に賃貸住宅を建設して、近隣の若い人
に住んでもらったらどうか。

・外から若い人を呼ぶより、地元で生まれ育った若
者を町に呼び戻す取り組みの方が現実的では。

・役場は町のシンボルなのに天井がはげていてみす
ぼらしい。

・職員の机などが煩雑で汚いので気になる。
・少子高齢化の対策は。
・若者の定住促進についての取り組みは。
・浸透桝の設置工事について地域住民に内容の説明
をして欲しい、町内に何か所設置するのか。

・議会の必要性を住民によく分かるように説明する
ことで、議員候補者が増えるのでは。

・副学籍制度について。
・リンゴの枝をエネルギーにする話があったが続行
しているのか。

・太陽光パネルの設置は景観を損ねないように考慮
して欲しい。

・町内に仕事はないため、若者が定住しないのでは。
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議 会 報 告 ・ 意 見 　 交 換 会交 換 会 自治会連合会との
意見交換会

自治会連合会との
意見交換会

・町内企業でもほとんどが町外在住。町内の家賃が

高いからでは。補助を出すなどで町に住んでも

らえばよいのでは。

・勤め先がないと人口は増えない。

・雁田に造成した工業団地はどうなっているか。

・町の補助で購入した農機具等が活用されていない

ので、議会で調べて活用できるようして欲しい。

・自然に優しい農業をどう考えているのか。

・栗の葉っぱが側溝などに詰まって困っている、肥

やしなどに活用する方法は検討できないか。

・太陽光でハウスの電源にすれば重油の値段が上

がっているのでいいのでは、町で補助を出せな

いか。

・屋敷の中で二世帯住宅を建てようとしても半年

経っても許可がおりないが、県と交渉できないか。

・優良農地は残す必要もあるが、定住促進のため

しっかりとした線引きの中で緩和して欲しい。

・野良猫が多くなってきていて対応できない、町で

どうしていくか考えて欲しい。

・公共建築物の老朽化が進み、鳳凰アリーナなどで

も雨漏りがしているので対応して欲しい。

・これから 10 年後の小布施を考えていくときに一

人一人の議員さんは何が大切だと思っているか。

大勢の参加者との活発な意見交換

【いただいた主なご意見】

・初めて議会傍聴をした、もっと白熱していると思っ
たが、静かだった。

・議員定数は前回と同様とのことだが、立候補する側
の気持ちとして選挙を戦うという心構えはあるの
か。

・一般質問を傍聴したが、町側の答弁がよく理解でき
なかったが、もう少し聞いている人にも分かりや
すくならないか。

・今までは議員は陳情する時に付き合ってくれる人と
しか感じなかったが、せっかくの機会なので会期
などについて聞きたい。

・議員一人ひとりが何を一番専門に活動しているのか
聞きたい。

　小布施町議会は、より多くの町民の皆さまのご
意見、ご要望をお伺いするため、各地区で議会報
告会や自治会長さんたちとの意見交換会等を開催
しています。
　いただいたご意見は、身近な問題、課題から町
政全般と多岐にわたるものでした。
　議会では、これらのご意見、ご要望、ご提案を
真摯に受け止め、今後の住みよいまちづくりを進
めてまいります。
　平成 26年度の議会報告会は第 2、第 5、第 8コミュ
ニティにて開催予定となっております。
　皆さまのご参加、ご協力を賜りますようお願い
いたします。



一般質問 Q&A
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ここが聞きたい？

４月会議 一般質問

目 次

小西 和実 ��

①特別職の退職金について

②議会と大学との協働連携について

小渕 晃 ��

①役場職員は町民のために(町民の奉仕者としての

自覚を)

②職員の能力を生かそう

原 勝巳 ��

①千曲川河川敷林の清掃と再生について

関 悦子 ��

①図書館は知的文化のシャワー

②認知症を考える

小林 一広 ��

①浄水場に太陽光発電を

②403号の整備後の町全体のグランドデザインは

大島 孝司 ��

①元気の出る商店街づくりを

②ソーラー発電の有効活用を

小林 茂 ��

①官民連携で空き家未然防止を

②１１９番通報時にＡＥＤ情報を

冨岡 信男 �	

①子育て支援充実による人口増加策を

山岸 裕始 �


①今後の景観について考えていく場づくりを

②図書館の設備に対し見直しを

小林 正子 ��

①医療費窓口無料 児童クラブ充実改善の子育て支援を

②国の要支援を介護保険はずしに対応できるか

③教委改悪に反対､ 学力テスト結果公表しないよう

川上 健一 ��

①若者に町内で働ける場を

②ハイウェーパーキング拡張

渡辺 建次 ��

①認知症高齢者の見守り

②教育委員会の活動

③大学との連携―研究課題とその成果―

………………………………………………

………………………………………………

………………………………………………

………………………………………………

………………………………………………

………………………………………………

………………………………………………

………………………………………………

………………………………………………

………………………………………………

………………………………………………

………………………………………………

被災農業者向け経営体支援育成事業(雪害被害)

２月14日から２月16日にかけて､ 大雪で小布施町で

もパイプハウス等に大きな被害がありました｡

●小布施町でのパイプハウス被害件数・被害額

27農家・約１億円 (平成26年４月現在)

●長野県での被害額

被害総額：92億5,627万円

主な被害は､ パイプハウスの倒壊・損壊の他､ 野菜､

花き､ 果樹の樹体被害や､ 生乳の廃棄などです｡

(内訳)

農作物被害額：39億812万円 [25.6ha]

畜産物被害額：817万円

水産物被害額：412万円

樹体被害額：2,444万円 [9.1ha]

生産施設等被害額：88億2,142万円 (左の推定再取得

額 147億6,730万円)

[15,863棟 2,204,075㎡] (平成26年４月現在)

●小布施町の対応

国の制度では建て替えに対して､ 国５/10・県２/10・

町２/10・農家１/10と本来なら１割は農家負担のとこ

ろ､ 小布施町の農業者が継続していくために､ 町が独

自に農家負担の１割も補助します｡

雪の重みで倒壊したビニールハウス

※小布施町では露地のぶどう棚の被害は今回の大雪で

はありませんでした｡ 農家の皆さんが雪下ろしなど

の自助努力などで､ 被害防止に努めていただいたお

かげです｡

総

�

各各常常任任委委員員会会 報報告告

近隣市町村の自然再生エネルギーの活用状況を視察

４月30日に近隣市町村の自然再生エネルギーの現状

を視察しました｡ 今回は太陽光発電でありますが､ 可

能性の裏に農業関係を取り巻く環境の変化も見えてき

ました｡

視察場所①

◎長野市赤沼地区 ｢農地でのソーラー発電｣

リンゴ生産を主に営む農家の現状を視察しました｡

この農家の両親はリンゴ栽培をし､ 息子さんは50代前

半で､ ご自身で社長として会社経営をしております｡

今後農園を引き継ぐ予定はないとのこと｡ そこで自宅

(屋敷) の屋根､ 自宅周りの畑にソーラー発電を実施

した｡

自宅周りをソーラー発電

屋根上・５kw自宅電力に使用､ 余剰分を売電｡ 農

業振興地域を雑種地に地目変更｡ 自宅周り・20kw＋

30kw合計50kwを全量売電｡ 総投資額・約2,500万円

／20年間のメーカー保証／売電収入・月25～30万円

(発電効率により変動) ／投資額回収を８年から10年

を見込む｡

今後､ 農家にとって重要な選択を迫られる事例とし

て注目すべきであり､ 賛否両論を求められる現象であ

るものと思われる｡

視察場所②

◎須坂市における ｢屋根貸しソーラー発電｣

次に須坂市北部体育館の屋根貸しによるソーラー発

電を視察した｡ 平成２５年度に公募により施工｡ この

基本は､ 須坂市の施設の屋根を貸出し須坂市における

ＣＯ２の削減を進めるとともに環境にやさしい須坂市

をアピールでき､ 空きスペースの有効活用により財政

負担の軽減に寄与している｡

地域経済においては施工業者が地域金融機関より資

金調達をし､ 地域経済にも貢献する｡ また､ 施工業者

により非常用電源として100ｗ７時間稼働の装置を２

台配備されていました｡ 今現在､ 墨坂中学校体育館､

東中学校体育館と計３施設を提供している｡ 各施設510

㎡・使用料単価300円/㎡

小布施町の公共施設への活用の検討が必要な時期に

来ているのかもしれない｡

視察場所③

◎須坂市新田町の ｢ぶどう棚でのソーラー発電｣ 視察｡

ナガノパープル・シャインマスカットなどの品質向

上を狙い低炭素型農業を実現し､ 余剰電力を売電する

ことで農家所得の向上と安定化を期待している｡

ぶどう棚の上に配置されたパネル

現在､ 実証実験中であるが品質に問題がなく､ かえっ

ていい感触を得ている｡ 設備を可動式にしてあること

により雨・日除け対策に有効と見られる｡ 消毒等の汚

れも今のところ雨による自然清掃により問題なしとの

こと｡ 今はパネル12枚・2.4kwの発電｡ 設置において

は農地の一時転用で対応､ ３年ごとの見直しが必要で

ある｡

この度の視察の意義は非常に大きいと感じておりま

す｡ 自然再生エネルギーの活用は身近なところで既に

かなりの普及を見せております｡ 無秩序に設置され続

けるのでしょうか｡ 近隣においてもかなり普及が確認

されます｡ 買い取り価格により普及の速度は変わり､

電気料金の上昇につながります｡ 当然国民の負担にな

ります｡ 地球規模での環境保全は避けられない現実の

中､ 小布施町としても､ 先を見据えた議論が必要なこ

とは事実である｡

総総務務産産業業・・社社会会文文教教常常任任委委員員会会合合同同視視察察
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職
務
を
遂
行
す

る
の
は
当
然
で
、
そ
の
た
め
の
意
識
改

革
・
環
境
づ
く
り
を
す
る
の
は
理
事
者

の
責
務
で
す
。

◎
白
鳥
孝
伊
那
市
長
は｢

行
政
は
サ
ー

ビ
ス
業｣

、
島
根
県
海
士
町
の
山
内
道

雄
町
長
は

｢

役
場
は
住
民
総
合
サ
ー
ビ

ス
株
式
会
社｣

と
位
置
付
け
て
お
ら
れ

ま
す
。

い
ず
れ
も
既
成
観
念
を
超
え
て
職
員

の
意
識
改
革
を
求
め
て
い
ま
す
が
、
市

村
町
長
は
ど
う
評
価
さ
れ
て
い
る
か
。

尊
敬
す
る
自
治
体
の
首
長
さ

ん
は
多
く
お
ら
れ
ま
す
。
素
晴

ら
し
い
首
長
さ
ん
の
共
通
点
は
、
地
域

の
在
り
様
の
理
念
が
し
っ
か
り
さ
れ
て
、

ご
自
分
の
哲
学
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
こ

と
だ
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
を
持

ち
、
し
っ
か
り
と
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
に
基

づ
き
、
戦
略
を
組
み
立
て
、
戦
術
が
次
々

に
立
て
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
素
晴
ら
し

い
と
思
い
ま
す
。

職
員
の
意
識
改
革
の
た
め
に

は
研
修
会
及
び
研
修
視
察
は
大

き
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。
今
後
の
研
修

の
方
針
と
計
画
は
ど
う
か
。

◎
職
員
が
持
て
る
能
力
を
発
揮
す
る

に
は

｢

適
材
適
所｣

｢

希
望
す
る
業
務

に
就
く｣

等
が
望
ま
し
い
。
そ
の
た
め

に

｢

人
事
希
望
調
書｣

を
求
め
た
ら
。

◎
専
門
職
等
の
壁
も
あ
る
が
、
お
お

む
ね
３
〜
５
年
を
期
限
に
職
務
が
替
わ

る

(

人
事
異
動)

を
。

◎
須
高
は
一
体
、
須
坂
市
・
高
山
村

と
の
人
事
交
流
を
、
検
討
し
て
は
ど
う

か
。◎

部
門
を
超
え
若
手
職
員
だ
け
で
議

論
し
、
町
の
現
状
認
識
を
共
有
し
、
既

存
の
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
の
再
点
検
を
し
、

各
事
業
の
蘇
生
を
図
っ
て
は
ど
う
か

職
員
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

保
ち
能
力
の
発
揮
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
、
今
後
も
継
続
し
て
進
め
ま

す
。ご

提
案
の
事
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、

検
討
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

��

役場は小布施町民のために

小渕 晃 議員

答

職
員
全
体
が
同
じ
方
向
で
、町
づ
く
り
を
進
め
た
い

(

市
村
町
長)

役
場
職
員
は
町
民
の
た
め
に(

町
民
の
奉
仕
者
と
し
て
の
自
覚
を)

職
員
が
働
く
意
欲
を
も
て
る
職
場
環
境
に

(

久
保
田
副
町
長)

職
員
の
能
力
を
生
か
そ
う

一般質問 Q&A

町
長
な
ど
特
別
職
の
在
職
中

の
功
績
は
退
職
金
と
い
う
形
で

報
償
さ
れ
る
べ
き
も
の
か
？

町
長
、
副
町
長
と
い
う
重
責
を
担
う

役
職
は
、
最
初
か
ら
当
然
在
職
中
の
功

績
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
町
長
の
給
料

月
額
は
７
１
万
５
千
円
、
副
町
長
は
６

０
万
６
千
円
で
こ
れ
は
類
似
す
る
他
の

自
治
体
の
最
低
額
の
２
倍
で
あ
り
相
当

な
高
額
上
位
に
入
っ
て
い
る
。
一
方
で

現
在
の
議
員
報
酬
は
月
額
１
７
万
２
千

円
で
こ
れ
は
類
似
す
る
他
の
自
治
体
と

比
較
し
て
最
低
額
の
自
治
体
に
近
く
、

か
な
り
低
い
金
額
の
部
類
に
入
っ
て
い

る
。
30
代
か
ら
50
代
の
家
庭
を
持
っ
た

働
き
盛
り
の
世
代
が
副
業
を
持
た
ず
に

プ
ロ
と
し
て
議
員
の
職
務
に
専
念
し
、

家
族
を
養
っ
て
い
く
の
は
非
常
に
難
し

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
一
方
で
町
長
や

副
町
長
と
い
っ
た
理
事
者
の
場
合
は
、

そ
の
比
較
的
高
額
な
給
料
月
額
の
上
に
、

退
職
金
と
し
て
町
長
の
場
合
４
年
ご
と

に
１
５
０
０
万
円
近
く
の
退
職
金
が
あ

り
こ
れ
は
１
年
あ
た
り
の
積
立
額
が
大

体
３
８
０
万
円
で
こ
れ
は
今
の
平
均
的

な
若
い
世
代
の
年
収
以
上
で
あ
る
。

①
退
職
手
当
の
支
給
対
象
者
と
そ
の

額
は
そ
れ
ぞ
れ
幾
ら
か
。

②
若
年
者
の
就
職
難
な
ど
も
含
め
、

多
く
の
人
々
が
雇
用
不
安
を
抱
え
て
い

る
中
で
、
毎
月
の
報
酬
や
期
末
手
当
に

加
え
て
４
年
間
の
在
職
期
間
で
退
職
金

と
し
て
支
払
わ
れ
る
こ
の
金
額
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
か
を
根
拠
と
と
も

に
示
し
て
頂
き
た
い
。

①
町
長
が
約
１
、
４
５
８
万

円
、
副
町
長
が
約
７
３
８
万
円
、

教
育
長
が
約
４
８
３
万
円
。

②
支
給
を
受
け
る
立
場
と
し
て
は
金

額
の
多
寡
に
つ
い
て
は
回
答
を
控
え
た
い
。

制
度
と
現
実
の
社
会
と
の
間

を
つ
な
ぎ
、
地
域
社
会
を
つ
く
っ

て
い
く
、
ま
さ
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ

ン
を
し
て
い
く
こ
と
が
議
員
の
役
割
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
議
員
が
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
担
っ
て
い
る
と
い

う
事
は
議
会
に
こ
そ
地
域
の
課
題
を
検

討
し
て
い
く
た
め
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
た
め
の
共
同
連
携
ま
た
は
付
属

機
関
が
必
要
と
考
え
る
。

①
こ
の
４
月
か
ら
慶
応
Ｓ
Ｄ
Ｍ
・
小

布
施
町
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

が
設
立
さ
れ
、
行
政
と
の
協
働
の
提
携

を
結
ん
で
い
る
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ

ン
セ
ン
タ
ー
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

役
割
、
そ
し
て
具
体
的
な
職
務
を
果
た

す
の
か
。

②
よ
り
良
い
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
将
来
を
考

え
た
討
議
や
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く

こ
と
は
議
会
、
そ
し
て
議
員
の
最
も
重

要
な
職
務
で
あ
り
ま
た
使
命
で
あ
る
。

二
元
代
表
制
と
い
う
観
点
か
ら
も
行
政

だ
け
で
な
く
、
両
輪
の
輪
で
あ
る
議
会

と
協
働
協
定
を
結
び
議
会
と
も
協
働
連

携
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が

行
政
と
し
て
は
ど
う
考
え
る
か
。

①
慶
應
大
学
と
の
研
究
所
は

互
い
に
有
す
る
資
源
を
活
用
し

て
地
域
社
会
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
設
立
し
た
。
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
・
活
性
化
に
つ
い
て
ま

ず
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
若
者
会
議

な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
。

②
そ
の
と
お
り
で
あ
る
と
考
え
る
。
他

の
研
究
所
も
含
め
て
、
議
会
と
の
連
携

を
積
極
的
に
進
め
て
い
っ
て
頂
き
た
い
。

��

小西和実 議員

答

報
酬
等
審
議
会
に
諮
問
し
て
い
る

(

久
保
田
副
町
長)

特
別
職
の
退
職
金
に
つ
い
て

積
極
的
に
進
め
て
頂
き
た
い

(

市
村
町
長)

議
会
と
大
学
と
の
協
働
連

携
に
つ
い
て



一般質問 Q&A

ま
ち
と
し
ょ
テ
ラ
ソ
は
開
館

五
周
年
を
迎
え
る
。
開
館
以
来
、

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
で
数
々
の
日
本

有
数
の
賞
を
受
賞
し
、
内
外
か
ら
多
く

の
注
目
を
浴
び
続
け
、｢

死
ぬ
ま
で
に

行
き
た
い
世
界
の
図
書
館
十
五｣

に
選

ば
れ
て
い
る
こ
と
は
、
町
民
の
誇
り
で

あ
る
。
今
後
も
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
図

書
館
を
守
り
育
て
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
、
新
た
な
館
長
の
も
と
、
さ
ら
な
る

発
展
が
期
待
さ
れ
る
。

(

１)

今
後
の
運
営
方
針
は
、
ま
た
、

何
を
実
現
し
て
い
く
の
か
。

(

２)

職
員
体
制
は
館
長
と
六
人
の

非
常
勤
職
員
で
あ
る
が
、
運
営
に
支
障

が
な
い
か
。
今
後
の
職
員
体
制
は
。

(

３)

近
隣
市
町
村
か
ら
の
利
用
状

況
は
。

(

４)

学
生
な
ど
の
利
用
が
多
い
場

合
、
机
や
座
席
は
足
り
て
い
る
の
か
。

今
後
増
や
す
の
か
。

(

１)
｢

交
流
と
創
造
を
楽

し
む
文
化
の
拠
点｣

と
い
う
基

本
方
針
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
知
的
な

刺
激
や
情
報
の
収
集
に
努
め
、
多
く
の

人
が
集
ま
り
、
触
れ
合
い
、
新
た
な
出

会
い
、
交
流
が
生
ま
れ
る
場
を
目
指
す
。

(

２)

行
事
、
イ
ベ
ン
ト
の
際
は
、

教
育
委
員
会
職
員
が
応
援
す
る
。
今
後
、

サ
ポ
ー
タ
ー
の
力
も
借
り
て
対
応
し
た

い
。

(

３)

利
用
登
録
者
の
約
半
数
が
近

隣
市
町
村
の
皆
さ
ん
。
今
後
も
利
用
を

歓
迎
し
て
い
く
。

(

４)

施
設
内
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を

活
用
し
て
席
数
を
増
設
。
さ
ら
に
、
利

用
者
へ
の
説
明
、
案
内
を
充
実
す
る
。

全
国
で
、
年
間
一
万
人
も
の

認
知
症
の
方
が
行
方
不
明
に
な
っ

て
い
る
。
今
後
、
ま
す
ま
す
認
知
症
の

方
が
増
え
、
在
宅
、
独
居
で
生
活
す
る

方
が
増
え
て
い
く
。｢

住
み
慣
れ
た
と

こ
ろ
で
、
最
後
ま
で｣

と
い
う
考
え
方

で
、
地
域
、
社
会
で
支
え
て
行
く
体
制

が
必
要
。

(

１)

町
内
の
認
知
症
者
数
は
、
そ

の
う
ち
独
居
、高
齢
者
の
み
の
世
帯
数
は
。

(

２)

町
内
の
受
入
れ
施
設
と
今
後

の
計
画
は
。

(

３)

行
方
不
明
の
ケ
ー
ス
と
対
応
は
。

(

４)

地
域
、
社
会
で
支
え
る
体
制
は
。

(

１)

１
２
７
人
、
う
ち
、

独
居
が
七
人
、
高
齢
者
世
帯
が

十
一
人
。

(

２)

特
養
一
施
設
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
二
施
設
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
三
施
設
。

今
後
、
施
設
増
を
計
画
し
て
い
き
た
い
。

(

３)

家
人
が
気
づ
き
、
町
、
施
設

に
連
絡
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
大
半
。
広
報

を
行
う
と
と
も
に
警
察
、
消
防
へ
の
捜

索
願
い
を
助
言
。

(

４)

地
域
と
し
て
の
介
護
予
防
、

見
守
り
を
包
括
的
に
行
え
る
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
を
早
急
に
進
め
る
。

��

関 悦子 議員

答

｢

交
流
と
創
造
を
楽
し
む
文
化
の
拠
点｣

と
し
て
さ
ら
に

発
展
さ
せ
る

(

中
島
教
育
委
員
長)

図
書
館
は
知
的
文
化
の
シ
ャ
ワ
ー

職員の指導を熱心に聞き学ぶ児童

地
域
と
し
て
、
包
括
的
に
支
え
る

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
取
り
組
む

(

竹
内
総
括
参
事)

認
知
症
を
考
え
る

一般質問 Q&A

小
布
施
町
に
残
さ
れ
た
自
然

林(

千
曲
川
河
川
敷
林
一
番
チ
ョ

ウ)

の
清
掃
と
再
生
に
よ
り
、
新
た
な

小
布
施
の
発
見
が
得
ら
れ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
一
番
チ
ョ
ウ
と
呼
ば
れ
る
両
岸
に
は

幹
回
り
が
２
〜
３
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
泥
柳

の
巨
木
が
数
十
本
あ
り
、
千
曲
川

河
川
敷
優
良
耕
地
を
守
り
、岸
の
浸

食
を
防
ぐ
役
割
り
も
し
て
い
ま
す
。

そ
の
自
然
林
に
分
け
入
っ
て
見

る
と
、
ビ
ル
の
３
〜
５
階
に
届
き

そ
う
な
樹
木
が
数
百
本
あ
り
、
又
、

今
の
季
節
は
芽
吹
き
が
鮮
や
か
で

国
鳥
の
雉き
じ

の
つ
が
い
や
、
フ
ク
ロ

ウ
、
水
鳥
も
見
ら
れ
、
小
布
施
に

も
ま
だ
こ
ん
な
に
広
い
自
然
林
の

あ
る
こ
と
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
茂
み
や
、
野
生
の
野

バ
ラ
の
下
に
は
、
幾
多
の
増
水
害

で
流
れ
着
い
た
流
木
、
ゴ
ミ
、
リ

ン
ゴ
、
ブ
ド
ウ
の
廃
棄
資
材
や
樹
木
に

ま
と
わ
り
つ
く
つ
る
草
、
外
来
種
の
ア

レ
チ
ウ
リ
、
川
の
中
の
ゴ
ミ
等
を
除
去

し
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

｢

千
曲
川
ふ
れ

あ
い
公
園
花
ま
つ
り｣

、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
前
後
の
菜
の
花
畑
、
堤
防
の

桜
の
お
花
見
等
に
つ
な
げ

て
、
こ
の
広
い
自
然
林
で

の
森
林
浴
を
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
。
こ
の
手
つ
か

ず
の
自
然
林
の
清
掃
と
再

生
を
、
多
く
の
方
々
や
、

若
者
の
発
想
で
行
動
を
起

こ
せ
ば
色
々
な
事
が
起
き

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
例
え

ば

｢

森
林
浴
水
辺
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ｣

｢

カ
ヌ
ー
、
カ

ヤ
ッ
ク
下
り｣

等
々
も
考

え
ら
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
町
は
ど
の
よ
う
に
考

え
ま
す
か
。提

案
の
箇
所
は
桑
や
柳
の
大

木
が
あ
り
、
水
辺
の
自
然
と
触

れ
合
う
場
と
し
て
良
い
場
所
だ
と
思
い

ま
す
。
い
く
つ
か
の
課
題
は
あ
る
と
考

え
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
方
に
お
声
掛

け
を
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
様
々

な
目
的
の
た
め
活
動
し
て
い
た
だ
く
こ

と
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
町
と
し

て
、
今
後
検
討
す
る
な
か
で
ご
協
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

��

原 勝巳 議員

答
町
と
し
て
今
後
検
討
す
る
な
か
で
協
力
し
た
い
と
思
い
ま
す

(

畔
上
リ
ー
ダ
ー)

千
曲
川
河
川
敷
林
の
清
掃
と
再
生
に
つ
い
て

河川敷林の流木

一番チョウを下るカヤック



一般質問 Q&A

小
布
施
町
商
工
会
の
会
員
は

こ
の
１
年
間
で
14
社
が
脱
退
し
、

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
度
、
一

店
ス
ー
パ
ー
も
閉
店
し
て
、
町
の
中
心

地
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
化
し
つ
つ
あ
り
、

生
鮮
食
料
品
店
も
な
く
な
っ
た
。
車
を

運
転
で
き
な
い
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
買

い
物
に
行
き
た
く
て
も
買
い
物
す
る
場

所
が
な
い
。
町
の
中
心
地
か
ら
半
径
２

㎞
の
コ
ン
パ
ス
で
円
を
描
く
と
ほ
と
ん

ど
が
収
ま
っ
て
し
ま
う
小
布
施
町
で
あ

る
。
中
心
地
に
買
い
物
の
拠
点
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い

ま
す
。

長
年
に
わ
た
り
営
業
し
て
き

た
経
営
者
の
方
に
は
敬
意
を
表

し
た
い
。
空
い
た
店
舗
の
活
用
を
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
関
係
者
と
連
携
し
て

進
め
た
い
。
高
齢
者
の
買
い
物
支
援
は

社
協
で
行
っ
て
い
る
買
い
物
サ
ポ
ー
ト

バ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

先
日
、｢

日
本
一
元
気
な
商

店
街｣

と
し
て
話
題
に
な
っ
て

い
る
佐
久
市
岩
村
田
商
店
街
を
視
察
し

て
き
ま
し
た
。
視
察
前
日
の
５
月
22
日

に
オ
ー
プ
ン
し
た

｢

こ
て
さ
ん
ね｣

と

い
う
店
舗
は
空
き
店
舗
を
利
用
し
て
６

店
が
複
合
的
に
店
舗
を
構
成
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
国
の
補
助
金
３
分
の
２
、

市
の
補
助
金
６
分
の
１
、
自
己
負
担
６

分
の
１
で
設
立
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
小

布
施
町
に
お
い
て
も
空
き
店
舗
対
策
に
、

国
の
補
助
金
を
有
効
活
用
し
て
は
。

国
庫
補
助
に
つ
い
て
は
事
業

の
実
施
主
体
は
商
店
街
や
商
工

会
が
事
業
者
と
な
る
場
合
が
多
い
。
そ

の
た
め
の
支
援
や
お
手
伝
い
を
積
極
的

に
取
り
組
み
た
い
。

地
球
環
境
に
優
し
く
、
原
子

力
発
電
に
頼
ら
な
い
ソ
ー
ラ
ー

発
電
シ
ス
テ
ム
を
公
共
施
設
、
体
育
施

設
の
屋
根
の
上
に
設
置
し
て
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を
し
て
は
ど

う
か
。

本
年
度
、
小
学
校
の
エ
ア
コ

ン
設
置
工
事
に
合
わ
せ
て
、
屋

根
の
上
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設

置
し
ま
す
。
こ
の
結
果
を
十
分
検
証
し

て
、
今
後
の
公
共
施
設
、
体
育
施
設
に

も
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

��

大島孝司 議員

答
国
庫
補
助
な
ど
の
支
援
や
お
手
伝
い
を
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い

(

八
代
総
括
参
事)

元
気
の
出
る
商
店
街
づ
く
り
を

空き店舗対策の岩村田 ｢子育てお助け村｣

須坂市相森中学校の太陽光発電

小
学
校
の
屋
上
に
設
置
し
、
検
証

し
ま
す

(

池
田
総
括
参
事)

ソ
ー
ラ
ー
発
電
の
有
効
活

用
を

一般質問 Q&A

26
年
度
水
道
事
業
に
お
い
て
、

配
水
池
の
実
施
設
計
及
び
維
持

管
理
計
画
の
策
定
を
ゼ
ロ
予
算
で
行
う

と
の
こ
と
、
合
わ
せ
て
非
常
時
の
動
力

で
あ
る
電
源
の
確
保
及
び
動
力
費
の
削

減
と
な
る
べ
き
、
太
陽
光
発
電
の
設
置

を
提
案
し
ま
す
。

①
平
成
23
年
８
月
４
日
の
事
故
の
よ

う
に
本
当
に
同
じ
こ
と
が
起
こ
ら
な
い

と
言
い
切
れ
る
か
。

②
東
日
本
大
震
災
以
降
、
予
算
に
お

い
て
動
力
源
の
電
気
料
金
が
１
、０
０

０
万
増
え
て
３
、０
０
０
万
円
に
な
っ

て
い
る
が
値
上
が
り
分
は
ど
の
よ
う
に

カ
バ
ー
し
て
い
る
の
か
。

③
設
備
は
10
年
で
回
収
で
き
る
。
検

討
の
余
地
は
十
分
あ
る
。
土
地
貸
し
で

も
可
能
と
考
え
る
が
。

④
設
備
投
資
回
収
後
、
売
電
料
を
10

年
間
は
住
民
へ
還
元
で
き
る
が
。

①
施
設
巡
回
の
強
化
を
し
た
。

各
種
制
御
装
置
等
の
機
器
類
の

部
品
の
予
備
を
常
備
し
た
。
予
備
ポ
ン

プ
も
計
画
的
に
そ
ろ
え
て
い
る
。

②
町
の
水
源
は
深
井
戸
に
よ
る
ポ
ン

プ
ア
ッ
プ
で
電
気
使
用
の
削
減
は
難
し

い
。
値
上
が
り
分
が
あ
れ
ば
収
益
の
減

と
な
る
。
駒
場
水
源
が
可
能
に
な
れ
ば

年
間
２
２
０
万
円
ほ
ど
の
節
約
が
見
込

め
る
。

③
新
し
い
浄
水
場
が
で
き
れ
ば
現
在

の
場
所
を
太
陽
光
発
電
と
し
て
の
利
用

は
可
能
。
し
か
し
昼
夜
の
活
用
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

④
売
電
事
業
を
水
道
事
業
者
が
行
う

こ
と
が
で
き
る
か
は
県
や
国
と
協
議
す

る
な
ど
検
討
し
た
い
。

｢

４
０
３
号
の
早
期
実
現
を｣

と
い
う
質
問
は
あ
る
が
実
現
後

の
小
布
施
町
の
姿
も
重
要
で
あ
る
。
実

現
後
に
は
、
住
民
、
来
訪
者
、
車
の
流

れ
、
一
般
車
と
観
光
バ
ス
の
区
別
、
商

店
街
の
盛
り
上
が
り
、
居
住
区
と
の
関

係
、
緑
の
確
保
、
農
地
の
確
保
、
維
持

等
が
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
と

見
て
い
ま
す
。
自
然
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
有
効
活
用
も
当
然
含
ま
れ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
理
想
道
路
４
０
３
号

の
実
現
後
の
小
布
施
町
全
体
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
は
ど
う
か
。

県
に
提
言
し
て
い
る
４
０
３

号
に
つ
い
て
５
月
末
に
県
よ
り

説
明
が
あ
り
、
町
の
提
案
に
沿
っ
て
進

め
た
い
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
実
現

後
の
町
の
全
体
像
は
当
然
必
要
で
す
。

巡
回
バ
ス
を
住
民
の
足
と
し
て
活
用
と

か
自
転
車
移
動
や
歩
行
に
よ
る
仕
組
み

も
考
え
る
と
か
、
多
く
の
町
民
の
方
に

加
わ
っ
て
い
た
だ
き
意
見
を
お
聞
き
し

ま
す
。
勉
強
会
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

��

小林一広 議員

答

利
用
は
可
能
。
水
道
事
業
者
と
し
て
県
、
国
と
協
議

(

八
代
総
括
参
事)

浄
水
場
に
太
陽
光
発
電
を

太陽光発電が可能な配水池

住
民
の
方
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

進
め
た
い

(

市
村
町
長)

４
０
３
号
の
整
備
後
の
町
全

体
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は

期待される403号



一般質問 Q&A

５
月
８
日
の
日
本
創
成
会
議

の
発
表
に
よ
る
と
、
地
方
か
ら

大
都
市
へ
の
人
口
流
出
が
現
在
の
ペ
ー

ス
で
続
く
と
、
30
年
間
で
20
代
か
ら
30

代
の
女
性
が
半
分
以
下
に
減
る
自
治
体

は
全
国
で
896
市
区
町
村
に
上
る
と
の
試

算
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

創
成
会
議
は

｢

大
都
市
で
医
療
・
介

護
の
人
材
不
足
が
深
刻
に
な
る
一
方
、

地
方
で
は
高
齢
者
の
減
少
で
職
を
失
う

人
が
増
え
る｣

と
し
て
人
口
流
出
が
続

く
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
ま
す
。

長
野
県
内
で
20
代
か
ら
30
代
の
女
性

が
５
割
以
上
減
少
し
、｢

消
滅
の
可
能

性
が
あ
る｣

と
さ
れ
た
の
は
34
市
町
村

で
、
小
布
施
町
は
減
少
率
57
・
７
％
で

23
番
目
に
高
い
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
数
値
の
と
お
り
進
む
と
、
地
域

崩
壊
、
自
治
体
運
営
が
行
き
詰
ま
る
懸

念
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

国
全
体
の
人
口
が
減
少
す
る
中
、
有

効
な
人
口
増
加
策
を
ど
う
考
え
る
か
、

自
治
体
間
の
競
争
、
知
恵
比
べ
の
時
代

に
入
っ
た
と
い
え
ま
す
。
町
で
は
、
新

規
就
農
者
の
支
援
、
定
住
促
進
な
ど
の

政
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
多
く
の

人
が
小
布
施
町
に
移
住
し
た
い
と
い
っ

た
行
動
を
と
る
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

過
去
２
年
間
の
小
布
施
町
へ
の
移
住

の
状
況
を
見
ま
す
と
、
移
住
相
談
は
35

件
あ
り
ま
し
た
が
、
移
住
件
数
は
４
件

９
人
、
新
規
就
農
者
は
10
件
19
人
で
、

そ
の
う
ち
町
内
移
住
者
は
、
６
件
15
人

で
、
目
標
と
し
て
い
る
年
間
新
規
就
農

者
10
人
、
起
業
等
に
よ
る
移
住
者
10
人

に
達
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。

若
い
世
代
の
移
住
を
進
め
る
に
は
、

特
色
あ
る
教
育
の
推
進
、
子
育
て
支
援

の
充
実
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
考
え
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。

特
色
あ
る
子
育
て
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
顔
が
見
え
る
小
布

施
町
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
幼
児
期

か
ら
学
童
期
ま
で
子
ど
も
に
と
っ
て
最

適
な
教
育
環
境
を
整
え
て
、
子
育
て
を

応
援
し
て
い
く
こ
と
が
安
心
し
た
暮
ら

し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
り
、

若
い
世
帯
の
移
住
促
進
に
も
効
果
が
あ

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
保
護
者
の
皆
さ
ん
と

十
分
に
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
年
度
内

に
公
表
し
て
い
き
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
も
、
学
校
・
保

護
者
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
早
急
に
進

め
、
小
布
施
ら
し
い
教
育
の
推
進
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

��

冨岡信男 議員

答

小
布
施
ら
し
い
教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す

(

竹
内
教
育
長)

子
育
て
支
援
充
実
に
よ
る
人
口
増
加
策
を

子ども教室田植え ５月24日(土) 晴天の中60人程の
親子が田植えを行いました｡ 今年度から能楽師の佐野
登先生にご指導いただき､ 作物や天候､ 自然への感謝
の気持ちを持つことを稲作りの体験を通して学んでい
ます｡

一般質問 Q&A

総
務
省
の
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
で

は
、
県
内
で
も
六
万
弱
の
空
き
家
が
確

認
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。
空
き
家
の
増

加
と
老
朽
化
は
、
景
観
へ
の
影
響
、
火

災
の
発
生
と
か
、
倒
壊
の
危
険
な
ど
周

辺
住
民
生
活
の
安
心
安
全
の
面
か
ら
も

重
大
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

民
家
は
町
並
み
を
形
づ
く
る
地
域
共

有
の
財
産
で
あ
り
ま
す
が
、
空
き
家
に

な
っ
て
し
ま
う
と
財
作
権
も
絡
み
、
一

筋
縄
で
は
解
決
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

今
か
ら
、
ま
ち
の
再
生
の
柱
に
空
き
家

対
策
を
位
置
付
け
、
空
き
家
に
な
る
手

前
で
食
い
止
め
る
た
め
の
中
長
期
的
施

策
が
急
務
と
な
り
ま
す
。

①
老
人
や
独
居
世
帯

の
住
む
家
の
将
来
に
対

す
る
心
配
事
や
元
気
で
い
ら
れ
る

た
め
の
相
談
窓
口
の
開
設
や
、
持

家
の
終
末
計
画
作
成
の
お
手
伝
い

を
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
第
三
者
機
関
の

立
ち
上
げ
を
検
討
す
べ
き
と
思
う

が
。
②
空
き
家
対
策
は
町
の
将
来

像
の
重
要
課
題
で
あ
り
、
研
究
組

織
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

①
空
き
家
予
備
軍
へ

の
有
効
活
用
等
相
談
窓

口
、
終
末
計
画
作
成
お
手
伝
い
、

未
然
防
止
研
究
機
関
の
機
能
を
持

つ｢(

仮
称)

定
住
促
進
セ
ン
タ
ー｣

の
開
設
を
考
え
る
が
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
話
し
合
う
場
か
ら
始
め
た

い
。
②
研
究
機
関
と
し
て
、｢

慶

應
Ｓ
Ｄ
Ｍ
・
小
布
施
町
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー｣

と
連
携

し
て
進
め
た
い
。

消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
の
情
報

量
に
限
界
が
あ
り
、
長
野
市
と

共
同
運
用
を
予
定
し
て
い
る
高
機
能
指

令
シ
ス
テ
ム
で
は
ど
の
よ
う
な
情
報
が

新
た
に
反
映
さ
れ
る
の
か
、
応
急
処
置

に
必
要
な
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
位
置
情
報
は
反
映

で
き
る
の
か

須
坂
市
、
長
野
市
で
シ
ス
テ

ム
の
共
同
運
用
に
つ
い
て
協
議

中
で
あ
り
、
反
映
さ
れ
る
情
報
の
詳
細

は
決
定
し
て
い
な
い
が
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
情
報

の
反
映
も
求
め
て
い
き
た
い
。
シ
ス
テ

ム
だ
け
に
た
よ
る
の
で
は
な
く
、
設
置

場
所
、
使
用
可
能
時
間
帯
を
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
と
考

え
て
い
る
。

��

小林 茂 議員

答

慶
應
大
学
研
究
室
と
進
め
た
い

(

冨
岡
推
進
幹)

官
民
連
携
で
空
き
家
未
然
防
止
を

民家は町並みを形づくる地域共有の財産です
空き家にならぬための知恵が求められようとしています

新
シ
ス
テ
ム
に
反
映
さ
せ

た
い

(

西
原
リ
ー
ダ
ー)

１
１
９
番
通
報
時
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
情
報
を

119 番通報時にＡＥＤのある位置を指令室から教えて
もらえれば心強い味方になるでしょう



一般質問 Q&A

町
の
次
世
代
支
援
計
画
で

｢

…

就
労
の
場
の
確
保
や
医
療
費
、
就

学
費
な
ど
、
経
済
的
負
担
に
対
す
る
軽
減
措

置
な
ど
、
子
育
て
世
帯
を
支
え
る
こ
と
が
必

要｣

と
し
て
い
る
。
町
は
18
歳
ま
で
医
療
費

無
料
に
し
て
き
た
が
、
一
旦
医
療
費
を
払
わ

な
く
て
は
な
ら
ず
、
持
ち
合
わ
せ
が
な
い
と

受
診
を
た
め
ら
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
阿
部
知

事
は
地
域
が
望
む
な
ら
前
向
き
に
検
討
す
る

と
し
て
い
る
。
小
布
施
が
率
先
し
て
窓
口
無

料
の
実
施
を
。

国
保
国
庫
補
助
額
が
25
年
度
実

績
で
720
万
円
減
額
。
保
険
者
が
支

払
う
べ
き
医
療
費
を
町
が
払
う
よ
う
に
な
り
、

手
続
き
が
複
雑
に
な
る
。
町
内
医
療
機
関
は

受
診
モ
ラ
ル
の
点
か
ら
否
定
的
意
見
、
窓
口

無
料
は
実
施
し
な
い
。

早
期
治
療
に
つ
な
が
り
医
療
費

削
減
に
な
る
。窓
口
無
料
に
す
べ
き
。

町
は
低
所
得
者
へ
は
基
金
か
ら

貸
付
事
業
を
や
っ
て
い
る
。利
用
を
。

障
が
い
が
あ
っ
て
町
外
児
童
ク

ラ
ブ
へ
通
う
場
合
、
保
護
者
が
安

心
し
て
就
労
で
き
る
支
援
が
必
要
で
す
。

そ
の
子
に
と
っ
て
ど
こ
で
ど
ん

な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
最
適
か
を
、

関
係
者
全
員
で
協
議
決
定
し
て
い
ま
す
。

交
通
費
や
指
導
員
加
配
へ
の
補

助
が
必
要
で
す
。ど
う
進
め
る
の
か
。

そ
の
よ
う
な
支
援
を
す
る
方
向

で
検
討
し
ま
す
。

医
療
・
介
護
総
合
法
案
は
町
民

に
大
き
な
影
響
が
あ
る
。
町
は
何

も
国
へ
意
見
具
申
し
な
か
っ
た
と
の
こ
と
、

情
け
な
い
。
要
支
援
を
介
護
保
険
か
ら
町
に

移
管
さ
れ
る
。
対
処
で
き
る
の
か
。

現
在
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る

皆
さ
ん
に
は
、
自
己
負
担
額
を
増

や
す
こ
と
な
く
サ
ー
ビ
ス
継
続
。
現
在
と
同

等
の
サ
ー
ビ
ス
を
地
域
の
資
源
と
特
性
を
生

か
し
た
提
供
を
構
築
し
て
い
く
。

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
が
、

要
介
護
の
方
に
は
専
門
ヘ
ル
パ
ー

に
よ
る
心
身
の
見
守
り
が
必
要
。
特
に
認
知

症
の
方
へ
の
対
応
は
、
大
切
で
す
。

要
介
護
状
態
で
認
知
が
見
受
け

ら
れ
る
方
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

認
知
症
地
域
支
援
推
進
委
員
を
組
織
し
、
見

守
り
や
防
止
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

安
倍
政
権
は
戦
前
型
教
育
支
配

の
た
め
、
い
じ
め
問
題
対
処
を
理

由
に
教
育
委
員
会
を
改
悪
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
全
国
学
力
テ
ス
ト
は
そ
も
そ
も
反
対
。

本
来
学
校
教
育
は
子
ど
も
と
先
生
が
豊
か
に

創
り
出
す
も
の
。
テ
ス
ト
結
果
を
公
表
し
な

い
よ
う
求
め
ま
す
。

首
長
と
新
教
育
長
が
密
接
に
連

携
し
て
総
合
的
な
教
育
行
政
が
必

要
と
考
え
ま
す
。
テ
ス
ト
結
果
は
国
県
の
平

均
点
と
の
比
較
や
特
徴
を
文
章
表
現
で
公
表
、

点
数
そ
の
も
の
は
発
表
し
ま
せ
ん
。

��

小林正子 議員

答
国
庫
補
助
額
減
額
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
あ
る

実
施
し
な
い

高
学
年
の
利
用
進
め
、町
外
ク
ラ
ブ
利
用
へ
支
援
を
検
討
し
ま
す

(
竹
内
教
育
長)

医
療
費
窓
口
無
料

児
童
ク
ラ
ブ
充
実
改
善
の
子
育
て
支
援
を

どの子も健やかに賢く育ってほしい

自
己
負
担
額
増
や
さ
ず
地
域
資
源
生
か
し
ま
す

(

竹
内
総
括
参
事)

国
の
要
支
援
を
介
護
保
険
は
ず
し
に
対
応
で
き
る
か

点
数
の
発
表
は
考
え
て
い
ま
せ
ん

(

竹
内
教
育
長)

教
委
改
悪
に
反
対
、学
力
テ
ス

ト
結
果
公
表
し
な
い
よ
う

一般質問 Q&A

小
布
施
町
は

｢

景
観｣

に
対

し
て
県
内
外
か
ら
高
い
評
価
を

受
け
て
い
ま
す
。

町
民
や
企
業
の
理
解
と
協
力
の
も
と

に
歴
史
や
風
土
を
大
切
に
し
た
家
づ
く

り
、
町
並
み
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
小
布
施
町
に
住

む
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
人
も
大

勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
家
を
建
て
る
と
き

｢

小
布
施
町
は
う
る
さ
い
か
ら
大
変
だ

よ｣

と
言
わ
れ
、
諦
め
る
家
族
も
多
い

と
聞
き
ま
す
。

ま
た
看
板
に
対
し
て
も
小
布
施
町
の

主
要
な
施
設
に
行
く
の
に
分
か
り
づ
ら

い
と
い
う
の
は
多
く
耳
に
し
ま
す
。

景
観
づ
く
り
は
こ
れ
か
ら
の
小
布
施
町

に
と
っ
て
定
住
を
考
え
る
た
め
に
も
、
来

訪
者
を
お
も
て
な
し
す
る
た
め
に
も
大
変

重
要
な
要
素
と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
小
布
施
町
に
住
ん
で
い
る
町
民

が
中
心
に
な
り
、
小
布
施
町
の
景
観
に

つ
い
て
考
え
て
い
く
場
を
つ
く
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。｢

小
布
施
町
景

観
デ
ザ
イ
ン
会
議

(

仮
称)｣

を
立
ち

上
げ
、
今
後
の
計
画
づ
く
り
を
す
る
考

え
は
。

現
在
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
準

は
平
成
18
年
４
月
か
ら
施
行
し

た｢

小
布
施
町
景
観
計
画｣
で
定
め
て
い
ま
す
。

８
年
が
経
過
し
、
計
画
を
運
用
し
て

い
く
中
で
、
基
準
な
ど
の
検
討
課
題
も

見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
年
度

か
ら
景
観
計
画
の
見
直
し
に
着
手
し
て

い
き
ま
す
。

景
観
計
画
の
変
更
に
あ
た
り
、
多
く

の
皆
さ
ん
に
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
。

町
の
考
え
方
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
、
そ
の
た
め
に
説
明
の
機
会
、
話

し
合
い
の
場
を
持
つ
こ
と
は
大
変
重
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

看
板
な
ど
の
問
題
も
話
し
合
い
を
し

て
い
く
機
会
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。
今
年
度
中
に
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。

開
館
５
周
年
を
迎
え
内
容
・

デ
ザ
イ
ン
と
も
に
全
国
的
に
、

大
変
注
目
さ
れ
て
い
る
施
設
で
す
。

し
か
し
、
デ
ザ
イ
ン
重
視
で

｢

雨
除

け｣
｢

雪
の
滑
り
止
め｣

が
な
く
、
不

便
が
あ
る
と
い
う
声
も
お
聞
き
し
ま
す
。

ま
た
５
年
が
経
過
す
る
中
で
、
入
り

口
に
段
差
が
で
き
て
い
ま
す
。
今
年
度

設
計
士
さ
ん
が
小
布
施
に
訪
れ
、
打
ち

合
わ
せ
を
す
る
場
が
あ
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。
よ
り
利
用
者
に
と
っ
て
利
用
し

や
す
く
、
訪
れ
る
人
の
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
施
設
を
見
直
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
。

設
備
面
で
の
改
善
策
に
つ
い

て
は
、
利
用
者
の
安
全
性
を
第

一
に
考
え
応
急
的
に
対
処
を
し
て
き
た
。

今
後
設
計
者
や
設
計
事
務
所
に
現
場
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
な
が
ら
改
善
に

向
け
た
方
法
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

��

山岸裕始 議員

答

今
年
度
中
に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

(

市
村
町
長)

今
後
の
景
観
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
場
づ
く
り
を

改
善
に
向
け
た
方
法
な
ど
検
討
し

て
い
く

(

池
田
総
括
参
事)

図
書
館
の
設
備
に
対
し
見

直
し
を

全国的に評価が高い小布施の景観



一般質問 Q&A

現
在
認
知
症
患
者
は
国
内
に
約

500
万
人
、
85
歳
以
上
の
40
％
が
罹

患
し
、
有
効
な
予
防
法
は
な
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
長
寿
社
会
の
必
然
的
結
果
と
し
て

の
認
知
症
患
者
の
増
大
と
、
老
老
介
護
の
世

帯
の
増
加
は
、
そ
の
見
守
り
の
体
制
づ
く
り

を
急
が
せ
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

信
濃
毎
日
新
聞
で
も
取
り
上
げ
て
お
り
、

｢

悲
惨
な
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、

行
政
、
住
民
、
事
業
者
が
連
携
を
強
化
す
べ

き
こ
と
と
、
万
一
の
事
故
の
場
合
、
家
族
の

負
担
を
抑
え
る
た
め
の
公
的
な
仕
組
み
を
整

え
る
必
要
が
あ
る
。｣

と
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

脳
と
体
の
レ
ベ
ル
か
ら
認
知
症

を
判
定
し
、
町
内
対
象
者
は
127
名

で
す
。

在
宅
で
独
居
の
方
に
は
、
ほ
ぼ
毎
日
訪
問

介
護
に
よ
る
ケ
ア
と
見
守
り
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

教
育
委
員
会
の
職
務
権
限
に
つ

い
て
は
、｢

地
方
教
育
行
政
の
組
織

及
び
運
営
に
関
す
る
法
律｣

第
23
条
に
19
項

目
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

年
間
会
議
数
は
17
回
、
会
議
時

間
数
は
延
べ
約
39
時
間
、
議
事
事

項
数
は
24
議
案
、
協
議
事
項
は
97
件
あ
り
ま

し
た
。

住
民
の
声
は
ど
の
よ
う
に
し
て

く
み
取
っ
た
の
か
。

社
会
教
育
委
員
と
の
意
見
交
換

や
、
町
議
会
社
会
文
教
委
員
と
中

学
校
で
の
授
業
参
観
や
意
見
交
換
を
も
ち
ま

し
た
。

各
委
員
の｢

出
前
ト
ー
ク｣

(

個

別
に
教
育
機
関
へ
出
向
い
て
調
査

す
る)

は
あ
る
の
か
。

社
会
教
育
団
体
の
皆
さ
ん
と
の

交
流
を
通
じ
て
、
委
員
会
活
動
に

生
か
し
て
お
り
、
常
に
教
育
委
員
と
し
て
の

視
点
を
も
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

法
政
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
そ

の
成
果
は
。

大
学
と
の
縁
も
深
ま
り
、
町
内

か
ら
高
校
３
年
生
の
推
薦
入
学
者

の
わ
く
も
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

東
京
理
科
大
学
に
つ
い
て
。

ま
ち
づ
く
り
研
究
所
を
設
置
し

て
10
年
目
を
迎
え
ま
す
。
研
究
成

果
と
し
て
は
、
小
布
施
を
テ
ー
マ
に
、
学
生

の
修
士
論
文
等
120
を
越
え
て
お
り
、
そ
の
う

ち
35
に
つ
い
て
は
学
界
で
発
表
さ
れ
、小
布

施
町
の
情
報
を
広
く
発
信
し
て
い
ま
す
。

信
州
大
学
の
研
究
成
果
は
。

連
携
は
平
成
24
年
度
に
終
了
し

て
い
ま
す
が
、
研
究
成
果
は
現
在

エ
ネ
ル
ギ
ー
会
議
等
に
引
き
継
が
れ
あ
ら
ゆ

る
面
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
シ
ス
テ

ム
デ
ザ
イ
ン
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

究
科
と
の
連
携
に
よ
る
研
究
課
題
は
。

定
住
促
進
や
地
域
の
活
力
増
進
、

交
流
産
業
の
振
興
と
い
っ
た
重
要

課
題
に
関
す
る
調
査
研
究
、
企
画
立
案
に
取

り
組
み
ま
す
。

��

渡辺建次 議員

答

ほ
ぼ
毎
日
訪
問
介
護
に
よ
る
ケ
ア
と
見
守
り
が

行
わ
れ
て
い
る

(

竹
内
総
括
参
事)

認
知
症
高
齢
者
の
見
守
り各

大
学
と
も
そ
の
特
色
を
生
か
し
て
成
果

を
上
げ
て
い
ま
す

(

市
村
町
長)

大
学
と
の
連
携
―
研
究
課

題
と
そ
の
成
果
―

認知症対応型グループホーム

正
常
に
機
能
し
て
い
る
も
の
と
理
解

し
て
い
ま
す

(

中
島
教
育
委
員
長)

教
育
委
員
会
の
活
動

一般質問 Q&A

小
布
施
町
で
働
く
就
業
者
数

は
、
平
成
22
年
の
統
計
で
は
、

六
千
百
八
十
七
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
方
の
町
民
は
隣
の
須
坂
市
あ
る
い

は
長
野
市
に
勤
め
て
い
ま
す
。

若
者
か
ら
見
て
、
小
布
施
町
に
働
く

場
が
無
か
っ
た
ら
、
ま
た
須
坂
市
・
長

野
市
に
も
自
分
が
働
き
た
い
と
思
え
る

場
が
無
か
っ
た
ら
、
そ
の
若
者
は
小
布

施
町
に
は
来
な
い
の
で
は
な
い
か
、
住

み
た
い
と
思
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

人
口
減
を
食
い
止
め
る
た
め
に
、
現

在
町
は
定
住
促
進
事
業
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
こ
の
事
業
と
並
行
し
、
若
者
が

働
け
る
場
を
確
保
す
る
た
め
に
、
そ
の

策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

①

町
は
企
業
誘
致
の
考
え
を
持
っ

て
い
る
か
。

②

あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
く
ら
い

の
規
模
の
も
の
を
考
え
て
い
る
か
。

③

誘
致
す
る
企
業
の
業
種
は
制
限

を
設
け
る
の
か
。

④

誘
致
す
る
場
所
は
、
雁
田
沖
工

業
団
地
の
一
角
か
。

町
外
か
ら
の
工
場
誘
致
は
考

え
て
い
な
い
。

町
の
企
業
誘
致
は
ツ
ル
ヤ
や
伊
那
食

品
工
業
の
よ
う
に
志
の
高
い
企
業
の
誘

致
を
考
え
て
い
る
。

雁
田
沖
は
町
内
企
業
の
工
場
用
地
と

し
て
考
え
て
お
り
、
来
春
農
地
の
補
助

事
業
の
制
約
の
期
限
が
来
る
の
で
、
そ

れ
を
め
ざ
し
て
県
の
担
当
部
局
と
打
ち

合
わ
せ
を
進
め
た
い
。

こ
の
事
業
を
進
め
る
事
は
雇
用
の
創

出
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
る
。

高
速
道
を
利
用
さ
れ
町
に
お

越
し
い
た
だ
く
皆
さ
ん
に
、
気

持
ち
良
く
小
布
施
町
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
は
、
街
中
の
渋
滞
を
引
き

起
こ
さ
な
い
よ
う
、
適
切
な
場
所
に
駐

車
場
を
確
保
し
、
町
の
中
心
部
に
車
を

入
れ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

①

ハ
イ
ウ
ェ
ー
パ
ー
キ
ン
グ
の
下

の
駐
車
場
の
拡
張
を
要
請
す
る
考
え
は
。

②

総
合
公
園
の
駐
車
場
の
拡
張
の

考
え
は
。

①

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
の

整
備
に
伴
い
、
上
り
線
の
駐
車

場
が
当
初
の
半
分
以
下
に
駐
車
台
数
が

減
っ
て
お
り
、
拡
張
す
べ
き
と
考
え
て

い
ま
す
。

②

総
合
公
園
の
駐
車
場
は
現
在
臨

時
駐
車
場
と
し
て
飯
田
・
大
島
自
治
会

か
ら
来
年
度
ま
で
３
年
間
無
償
で
借
り

て
い
る
。
来
年
の
御
開
帳
の
状
況
等
を

見
る
中
で
、
拡
張
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

��

川上健一 議員

答

ツ
ル
ヤ
や
伊
那
食
品
工
業
の
よ
う
な
志
の

高
い
企
業
の
誘
致
を
考
え
て
い
る

(

八
代
総
括
参
事)

若
者
に
町
内
で
働
け
る
場
を

雁田沖工場団地の一角

満車状態のハイウェーパーキング

駐
車
場
の
拡
張
を
検
討

(

畔
上
リ
ー
ダ
ー)

ハ
イ
ウ
ェ
ー
パ
ー
キ
ン
グ

拡
張
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